
Ｑ４　自校の教育活動への影響（小学校）
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◎図書室やＰＣ室の整備と活用促進⑧

○系統性や教科との関連の明確化②

○指導方法や生徒についての情報交換⑥

・情報提供の充実と保護者による理解⑩

・自校の特色について共通理解①

・学年を超えた児童生徒の交流⑨

●児童の実態に基づく指導の改善⑤

●教科等の基礎的内容や指導方法の見直し③

●教師、児童、外部講師等による評価の充実④

●校内研修の見直し・改善⑦

５年 １０年 ２０年 Ｑ４　自校の教育活動への影響（中学校）
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○図書室やＰＣ室の整備と活用促進⑧

○指導方法や生徒について情報交換⑥

・自校の特色についての共通理解①

・学年を超えた児童生徒の交流⑨

・情報提供の充実と保護者による理解⑩

・系統性や教科との関連の明確化②

●生徒の実態に基づく指導の改善⑤

●教師、生徒、外部講師等による評価の充実④

●校内研修の見直し・改善⑦

●教科等の基礎的内容や指導方法の見直し③

５年 １０年 ２０年

Ｑ４ 小学校 教職経験別 ＊指導のやりがい（Ｑ１）別 Ｑ４ 中学校 教職経験 ＊指導のやりがい（Ｑ１）別

Ｑ４自校の教育活動への影響（小学校） ５年 １０年２０年計 ５年 １０年２０年計 肯定的否定的計＊ 肯定的否定的計＊ Ｑ４自校の教育活動への影響（中学校） ５年 １０年２０年計 ５年 １０年２０年計 肯定的否定的計＊ 肯定的否定的計＊
8 ◎図書室やＰＣ室の整備と活用促進⑧ 6% 23% 36% 65% 14 56 87 157 47% 13% 60% 115 31 146 8 ○図書室やＰＣ室の整備と活用促進⑧ 6% 18% 28% 53% 14 39 62 115 26% 25% 50% 56 54 110
2 ○系統性や教科との関連の明確化② 4% 17% 21% 42% 9 42 52 103 31% 8% 40% 76 20 96 6 ○指導方法や生徒について情報交換⑥ 7% 15% 26% 47% 16 32 56 104 30% 16% 47% 66 36 102
6 ○指導方法や生徒についての情報交換⑥ 3% 17% 22% 42% 7 41 53 101 32% 7% 40% 78 18 96 1 ・自校の特色についての共通理解① 6% 7% 15% 28% 13 16 33 62 19% 8% 27% 41 18 59
10 ・情報提供の充実と保護者による理解⑩ 2% 14% 19% 35% 5 35 45 85 26% 6% 33% 64 15 79 9 ・学年を超えた児童生徒の交流⑨ 5% 11% 13% 28% 10 23 28 61 14% 12% 26% 30 26 56
1 ・自校の特色について共通理解① 3% 14% 15% 32% 7 33 37 77 23% 7% 30% 56 17 73 10 ・情報提供の充実と保護者による理解⑩ 2% 8% 14% 25% 5 18 31 54 16% 8% 25% 36 18 54
9 ・学年を超えた児童生徒の交流⑨ 2% 12% 15% 30% 5 30 37 72 21% 6% 26% 50 14 64 2 ・系統性や教科との関連の明確化② 2% 8% 11% 21% 4 17 25 46 13% 7% 20% 29 15 44
5 ●児童の実態に基づく指導の改善⑤ 1% 6% 12% 19% 3 15 28 46 15% 3% 18% 36 7 43 5 ●生徒の実態に基づく指導の改善⑤ 4% 5% 7% 16% 8 12 16 36 11% 5% 16% 25 10 35
3 ●教科等の基礎的内容や指導方法の見直し③ 1% 8% 7% 16% 2 19 18 39 12% 3% 14% 28 7 35 4 ●教師、生徒、外部講師等による評価の充実④ 3% 5% 8% 15% 6 10 17 33 9% 6% 15% 19 13 32
4 ●教師、児童、外部講師等による評価の充実④ 0% 4% 8% 12% 1 9 20 30 11% 1% 12% 27 2 29 7 ●校内研修の見直し・改善⑦ 1% 2% 6% 9% 2 4 13 19 5% 4% 9% 11 9 20
7 ●校内研修の見直し・改善⑦ 2% 3% 6% 10% 4 7 14 25 8% 1% 9% 20 3 23 3 ●教科等の基礎的内容や指導方法の見直し③ 1% 3% 4% 8% 2 6 9 17 6% 1% 8% 14 3 17
11その他 0% 1% 1% 2% 0 2 3 5 2% 0% 2% 4 1 5 11その他 0% 1% 2% 4% 1 3 5 9 1% 3% 4% 3 6 9

 
 
 
 
 
 

Ｑ４  あなたの学校では、「総合的な学習の時間」を実施することにより、学校の教育活動には、どのような影響がありましたか。 （複数回答可） 

調べ学習を行うための校内環境が整備されてきた。 

児童生徒の実態に基づく指導の充実や校内研修の改善には至っていない。 
 
半数以上の教員が、「図書室やパソコン室等の整備が進み、活用されるようになった」と答えている。 

「教師、児童生徒、外部講師等による評価の充実」「校内研修の見直し・改善」は、１割程度である。 

４ 自校の教育活動への影響 



 
 

○ 「図書室やパソコン室等の整備と活用促進⑧」が最

も多く、小学校では６割を、中学校では５割を超える

教員が回答している。「指導方法や児童生徒について

の教員間の情報交換⑥」も４割を超えている。 
 

・児童生徒が調べ学習を行うための校内における環境

整備が進み、また、指導方法や児童生徒についての情

報が教員間で共有されるようになってきている。 
 
 

● 「教師、児童生徒、外部講師等による評価の充実④」、

「児童生徒の実態に基づく指導の充実⑤」、「教科等の基

礎的内容や指導方法の見直し③」、「校内研修の見直し・

改善⑦」については、それぞれ２割に満たない。また、

「学年の系統性や教科等との関連の明確化②」について

は、小学校が約４割、中学校では約２割である。 
 
・総合的な学習の時間は、児童生徒や教職員の実態、保

護者や地域との関係など、それぞれの学校の実情に応じ

て展開されるものである。自校の教育活動における「総

合的な学習の時間」の位置づけや意味を再確認するこ

と、児童生徒一人一人の学びの状況を見とりながら学習

を組み立てていく力を高めていくことが課題と思われ

る。児童生徒の実態を適切に評価するとともに、各教科

等の学習も含めた教育活動の充実・改善を目指して、学

校全体として取り組んでいくことが大切である。 

  Q4 自校の教育活動への影響 


	「総合的な学習の時間」に関するアンケート調査結果

